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目的： 

 近年、水泳記録の向上が著しく、高い水準

の記録を出す選手が高齢化しつつある。こう

した記録の向上は施設、技術、コーチングス

タッフの知識レベル、トレーニング方法といっ

た改善とともに、選手の水泳運動に対する身

体的諸能力が幼少時代から培われているこ

とが強く関与していると考えられる。また、幼

少時期からハードな専門的トレーニングを継

続した場合、発育･発達期の児童･生徒の身

体に及ぼす効果は大きく、同年代の一般的

な児童・生徒の身体の発達とは異なることが

推察される。しかし、水泳の身体的効果とし

て、発育･発達期の児童・生徒を対象に、柔

軟性の観点から、加齢変化及び性差を検討

した研究は少ない。そこで、本研究では専門

的な水泳トレーニングを継続している 9 歳か

ら 15 歳までの水泳選手を対象に、柔軟性の

発達傾向及び性差を検討した。 

方法： 

【被験者】 

 被験者はスイミングクラブに所属し、日

本水泳連盟認定の資格級 A 級に属する

小学生及び中学生男女 601 名である。

（９歳:男子９名、女子８名、１０歳:男子 41

名、女子 47 名、11 歳:男子 68 名、女子

68 名、12 歳:男子 68 名、女子 62 名、13

歳:男子 58 名、女子 51 名、14 歳:男子

42 名、女子 37 名、15 歳:男子 29 名、女

子 15 名） 

【テスト項目】 

 柔軟性項目は、先行研究より、水泳の

成就と関連が高いとされる以下の 10 項目

を測定した。①体前屈、②体後屈、③体

右側屈、④体左側屈、⑤体右捻転、⑥体

左捻転、⑦足首伸展、⑧足首屈曲、⑨肩

前挙上、⑩肩後挙上 

また、①と②、③と④、⑤と⑥、⑨と⑩の

和、⑦と⑧との差を算出し、それぞれ体前

後屈可動域、体側屈可動域、体捻転可

動域、肩前後挙可動域、および足首伸

屈可動域として検討した。 

結果及び考察： 

 各柔軟性項目の平均値と標準値（日本人

の体力標準値）を比較した結果、いずれの項

目においても水泳選手は標準値より高い値

を示した。また、水泳選手における各柔軟性

項目の年齢及び性における２要因分散分析

を行った結果、性差が認められた項目は、体

前屈、体後屈、体捻転（右・左）、足首（伸）、

肩挙上（後）と体前後可動域、体捻転可動域

の８項目で、いずれも女子の値が男子より有

意に高い値を示した。年齢差が認められた

項目は、体前屈、体後屈、体捻転（右・左）、

足首（伸）、肩後挙上、体前後可動域、体捻

転可動域、肩前後挙可動域の９項目で、男

子、女子いずれも中学生の値が小学生の値

より有意に大きな値を示した。 

まとめ： 

1)水泳選手の柔軟性はいずれの年齢におい

ても男女ともに基準値より高い。 

2)一般的に柔軟性は加齢とともに高まるが、

水泳選手は、早期（学童期）に柔軟性が高め

られ、高い柔軟性が維持される傾向にある。 

3)一般的な発達による柔軟性の加齢変化は、

男女で同様な傾向を示すが、水泳選手は男

女で異なる。また、いずれの年齢においても

女子のほうが高いという傾向は同様である。 


